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１ 本校の概要 

（１）設置学科および在籍生徒数 

   全日制 普通科 １２０名募集定員 

学年 生徒数 
類型（２学年から選択） 

教養総合 文理医療 商業実務 

１学年 ７６ － － － 

２学年 ７１ ３８ １２ ２１ 

３学年 ６８ １７ ２２ ２９ 

計 ２１５ ５５ ３４ ５０ 

 

（２）スクール・ミッション 

 宮城県中新田高等学校は、「自主、誠実、協和」を校訓とし、キャリア教育を通して生徒の地域への理

解と関心を深め、地域社会の発展に貢献できる人材を育成します。また、教育課程内外の様々な場面で

地域との関わりを設定し、積極的に参画することで、地域に貢献し信頼される学校を目指します。 

 

（３）スクール・ポリシー 

「グラデュエーション・ポリシー（育成を目指す資質・能力に関する方針） 」 

 〇「自主」：心身ともに健康を保持し、自ら学ぶ姿勢を持って目標に向かって努力を重ねる自己研鑽力

を育成します。 

 〇「誠実」：基礎的な学力やコミュニケーション能力を身に付け、仲間や労働を大切にし、真摯な態度

で社会に貢献しようとする人間性を育みます。 

 〇「協和」：地域や社会の変化に目を向け、その中で自らの役割を理解し、行動できる実践力を育成し

ます。 

「カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針） 」 

 〇進路希望に応じた類型選択により、生徒のニーズに沿った学びを実現します。 

→ 進路希望に応じて「教養総合」「商業実務」「文理医療」の３つの類型を設定し、進路希望実現

に向けて適切な科目の設定を行います。 

 〇習熟度別の授業や選択科目を設定し、個々に適した学習を進めます。 

→ 生徒の理解度の幅が大きい教科では習熟度別に授業を行うとともに、生徒の進路希望や学力の

特性に応じた選択科目の設定を行います。 

 〇地域と協働し、体験的・実践的な学びを進めます。 

→ 地域の特徴や関わり方について学習を進めるとともに、地域の発展に向けた課題の調査や解決

策の模索を行います。 

「アドミッション・ポリシー（入学者の受入れに関する方針） 」 

 〇学習意欲があり、明確な目的意識をもって本校に入学を望んでいる生徒 

 〇基本的生活習慣が身に付いており、社会的なきまりを守り、他を思いやる心をもち、周囲と協働し

ながら課題解決に向けて努力する生徒 

 〇中学校において、「学級活動」「生徒会活動」「学校行事」「部活動」のいずれかで積極的に活動した

実績をもち、入学後も継続して活動する意欲のある生徒 
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２ 令和７年度研究開発の概要 

（１）本校を取り巻く環境と普通科改革支援事業の必要性 

 本校は、｢自主・誠実・協和｣の校訓のもと、「地域に根ざし地域に貢献できる人材育成」を責務とし、

令和４年度から、文理医療類型、商業実務類型を設置するのと同時に、地域に密着した学びを目指す新

たな「教養総合類型」を新設した。この類型は、学校所在地である加美町を学びのフィールドとし、人・

自然・文化・産業・観光など、地域の今を知り、地域の魅力を再確認するとともに、地域が抱える課題

を見出し、その課題の解決策を提案することで地域活性化の一端を担うことをねらいとしている。当該

校所在地である宮城県加美郡加美町及び周辺の自治体における急激な人口減、少子高齢化が大きな要因

となっており、町の活性化、人口増をいかに実現できるかが重要となっている。 

 加美町には自然・産業・人材など、加美町の特徴となる多様なコンテンツが存在しているが、それら

をいかに加美町の魅力化・特色化、そして、町の活性化につなげるかが、今、求められている。加美町

唯一の公立高校である当該校は、町の現状を踏まえ、地域課題を見出し、解決の方策を探究し、加美町

を活性化させることができるような「地域に貢献する人材育成」をスクール・ミッションとしている。 

 地域に根差した新たな学科を設置することは、既存の普通科における学びに加え、これからの社会が

求める力を育成する先進的な学びにより、生徒の資質・能力を向上させるだけでなく、地域を愛し、地

域に貢献できる人材育成に、これまで以上に寄与し、加美町の活性化と「１００年つづくまち創り」に

つながるものと考える。 

 令和９年度から現在の普通科を「（仮称）未来創造科」と改称することが宮城県教育委員会から発表さ

れ（令和８年１月）、そこに向けた本格的な準備がスタートしている。新たな学科では、現在の「地域創

造学」の取組を軸に、学校全体として加美町をフィールドとした探究活動を進め、町と学校が一体とな

って人材育成、地域活性化を図る。 

 

（２）令和７年度実施教育課程 
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（教育課程の説明） 

 １学年では共通の科目を学び、２学年より３類型に分かれる。本事業の中心となる「地域創造学」は

２・３学年の教養総合類型の生徒が履修する。 

 総合的な探究の時間は各学年で、別途設定されており、全員が履修する。 

 

（３）本校の取組 

 イ 学校設定教科「地域創造学」における学びの実践 

  教室だけでなく、加美町全体を学びのフィールドとし、加美町の自然や産業を教材とする。多様な

体験学習やフィールドワークを通して、加美町の魅力や地域における課題を見出し、様々な事象やデ

ータをもとにそれらを分析して、考察を深めていく。加美町役場・商工会・事業所・地域住民など、

様々な方々に授業での講師や訪問先として協力いただき、生徒は加美町の現状と課題の把握に努めて

いく。その中で、課題の解決方法を探究し、具体的な解決策を提案し、可能な限り実践していくとい

う一連の学びを通して、地域社会に貢献する人材の育成を目指していく。また、探究活動を進める素

地として、自らの考えを目的や場面に応じて分かりやすく表現し、解決の過程を振り返り、主体的・

協働的に取り組む姿勢を培う。 

  「地域創造学」は「地域産業」、「地域スポーツ学」、「地域防災学」の科目に分かれており、２学年

はⅠを付した科目、３学年はⅡを付した科目をそれぞれ履修する。 

  ２学年で実施されるⅠの科目では、加美町の産業や祭り、スポーツイベント、地域特有の災害等に

ついて体験的に学ぶことで、ＤＸスキルをはじめとした、地域で活躍する人材に求められる技術や知

識を身に付けることを目指した。そして３学年で実施されるⅡの科目では、そこで培った知識技能、

地域の方々とのつながりを生かし、様々な町の企画に参画する、自分たちでイベントを企画し実践す

るという、実際に社会で役立つ様々なスキルを身に付けることを目指した。 

 

 ロ 「総合的な探究の時間」における取組 

  第１学年では、加美町について理解を深め、高校生ならではの視点で課題を見つけ解決に努める「加

美町研究」に取り組む。自然や産業など幅広く加美町について学び、加美町の現状を理解し、その中

から課題を設定する。仮説を立てた上で、統計調査やアンケート調査、フィールドワークなどの探究

活動を行う。地域の方々からの多様な意見を受け入れ、多角的な視点を持って第２学年の「地域創造

学」の学びにつなげている。このように、学校設定教科「地域創造学」と「総合的な探究の時間」を

相互に関連付けながら、地域社会に貢献できる、より実践的な力を持った生徒の育成を目指している

ことは、当該校の教育における先進的な取組であり、魅力の一つとなっている。 

 

 ハ 運営指導委員会の開催 

  学識経験者、外部有識者等で構成する運営指導委員会を、年２回開催し、事業全体の計画・運営に

関して、地域との連携・協働に関して、探究的な学びを含めたカリキュラム・マネジメントに関して

等、事業に関する評価をいただく。また、探究活動成果発表会において、生徒の活動への指導・助言

をいただく。 
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 ニ 学校運営協議会（コンソーシアム）の開催 

  設置済みである本校の｢学校運営協議会｣をベースとするコンソーシアムには全体会の他に、以下の

各部会を統括し、事業検証並びに協議を行う。 

    第１部会：学校魅力化・全国募集の検討 

    第２部会：学校設定教科｢地域創造学｣・地域連携の検討 

  コンソーシアムは、加美町教育委員会教育長を会長とし、加美町役場を始めとした関係機関、町内

産業界、PTA 及び同窓会から選出された委員により構成する。本校からは管理職、主幹教諭、学校魅

力化コーディネーターをはじめとした職員が事務局として参加した。 

  各委員は、｢地域創造学｣の講師や地域連携事業の主管となり、実際の取組に当事者として関わる。

コンソーシアムでは、年に６回（全体会：年２回、第１部会：年２回、第２部会：年２回）程度の会

議を行い、新学科設立に関して、従来の取組の検証と今後の発展的取組について情報共有を行い、設

立に向けて建設的な検討・協議を行った。 

 

 ホ 先進校視察 

  本校の抱える課題の解消や取組の発展に向けた参考として、普通科改革支援事業終了後の自走化に

向けた取り組みの参考として、県外校への視察を行った。視察訪問を行った学校は以下の４校であり、

非常に有意義な訪問をすることができた。 

   ・岩手県立大槌高等学校     ・岩手県立西和賀高等学校 

   ・滋賀県立守山北高等学校    ・（私立）追手門学院高等学校 

 

 ※ 今年度、本校の取組に関心を示していただき、県外より多くの学校から訪問をいただいた。これ

らの学校には、１月に実施した本校の「地域創造学」発表会の際、オンラインでの参加を呼びかけ

たところ５校から参加をいただき、生徒の発表に質問や感想をいただくことができた。 

   来校した学校は以下のとおりである。（〇は発表会にオンライン参加の学校） 

    〇長野県梓川高等学校    ・新潟県立中条高等学校   ・岩手県立住田高等学校 

    ・長野県北部高等学校    〇長野県松代高等学校    〇三重県立白山高等学校 

    〇鳥取県立青谷高等学校   〇沖縄県立与勝高等学校   ・愛知県立足助高等学校 

    ・静岡県立熱海高等学校   ・岐阜県立池田高等学校 

 

 ヘ Ai GROW（アイグロー）による生徒の成長の把握 

  IGS 株式会社が開発した「Ai GROW（アイグロー）」は、知識理解を数量的に図る学力テストとは異

なり、生徒の資質・能力と各種教育活動の教育活動における「見えない学力」「非認知能力」（コンピ

テンシー）を測定する評価ツールである。今年度は年間２回の測定を行い、教育活動によって、どの

ように生徒が変容していくかを確認した。その結果を分析することで、今後の教育活動や本事業の成

果検証として活用する。 
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３ 研究開発の内容 

（１）学校設定教科「地域創造学」 

 イ ２学年「地域産業Ⅰ」（２単位） 

 

４月

・探究とは？

・科目オリエンテーショ
ン

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

まとめ

・探究の方法を理解している。

・科目の活動内容を理解する。
◎ ○

◎ ◎
前
期
末
考
査

② ③

○

考査 月 学習項目（単元名） 学習内容 押さえるべき事項
評価の観点

①

前
期
中
間
考
査

・探究の基礎を学ぶ。これまでの学習方法
との相違を意識する。

・地域産業学の1年の流れをつかむ。

◎ ◎ ◎

・担当教員からの座学を通じ、ミッションが
存在する意味や背景を理解している。
・ミッションを主体的に解決しようとし、関
係者に話を聞いたり、実際に現場を見たり
しようと行動に移している。
・提言しようとしている内容に対して自ら
仮説を設定し、PDCAサイクルを回し続け
てることができている。
・提言する相手の大人が採用したくなるよ
うな内容、発表の仕方を工夫することがで
きている。

学
年
末
考
査

後
期
中
間
考
査

【町のミッションに挑
戦！プロジェクト】

【「加美町お仕事図
鑑」制作プロジェクト】

★加美町の産業（仕事）の特徴や働くひと
の魅力、学習を通じて感じ得たものやこれ
からのあり方について考察し、より多くの
人々に向けてそれらを発信するためのHPを
制作する。

・産業とは何かを学び直す。
・一次産業・二次産業・三次産業・六次産
業とは何かを知る。
・一般的な産業と加美町の産業の特徴を知
る。
・実際に産業の現場で働いている人の様子
を見たり、話を聞いたりする。
・現在の町の産業における課題は何か考
える。
・SDGsの知識を身につける。
・SDGsの観点から、よりよい社会をつくるた
めに現在の産業に必要な視点を考察する。
・ノーコードを用いたHPの制作を学習する。
・学んだ技術を活用し、町の産業の良さな
どをより多くの人々に知ってもらうためのHP
を制作する。
・制作したHPを多くの人に見て親しんでもら
うための方法を考える。

・産業とは何か、種類を理解している。
・町の産業の特徴を捉えることができてい
る。
・HP制作を見据え、重点的に聞いたり見
たりしたいことを自ら考え設定し、インタ
ビューすることができる。
・SDGsの17のゴールについて理解してい
る。
・SDGsの観点から、町の産業を社会でよ
りよいものにするための方法を考えること
ができる。
・根拠のある工夫を考え、HPの制作に取
り組んでいる。
・より多くの人の目に留まるような方法や
工夫を取り入れている。

これまでの活動のまとめを行う。

◎

◎ ◎ ◎

★加美町役場の部署から与えられたミッ
ションに対して、最適な課題解決方法を探
究し、本格的に採用してもらうことを目指
し、町の大人に向けて提言を行う。

・加美町役場の各部署から与えられたミッ
ションについて、その課題が存在している
背景を学ぶ。
・町役場関係者との話し合いを通じて、ミッ
ションの本質を捉える。
・これまでの学びや関係者との話し合いか
ら、ミッションを解決するための方法を挙げ
る。
・最適な課題解決方法を、仮説の設定から
アクションを繰り返し行いながら見つける。
・提言する内容を町で採用してもらうための
発表を準備する。
・探究の結果と最適なミッションの解決方
法を町長を含めた町役場の担当責任者お
よび町の大人に向けて提言発表会を行う。
提言を聞いた大人からは、大人目線での意
見をいただく。
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 加美町周辺地域を支える産業の特色について理解を深めるとともに、SDGsの観点から加美町の産業の

持続可能な未来のあり方について主体的に思考し、研究実践するための素地を育成する。加美町研究や

各教科で学んだ基礎的・基本的知識・技能を活かし、地方・地域の魅力や地方創生における課題に対し、

探究活動を通して、解決につなげる資質・能力を育成する学校設定科目である。２学年「地域産業学Ⅰ」

においては、「学校パンフレットをつくろう」「加美町調べ」「DX スキルを育成しよう」の授業に取り組

み、デザイン思考や DXスキルを学び、身につけた。また、様々な外部の講師の方をお招きして授業を受

け、他県の高校の生徒とも意見交換を行った。年度後半には、「加美町プロジェクト」の授業で、学んだ

知識をもとに次年度の「地域産業学Ⅱ」において探究したいテーマを一人ひとり考え、企画書を作成し

た。 

 

【DX スキルを育成しよう】 

 

【東北芸術工科大学 柚木泰彦教授 講義】 

 

【学校横断型探究プロジェクトオンライン合同授業】 
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［地域産業Ⅰ 成果発表スライド］ 
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［地域産業Ⅰ 成果発表スライド］ 
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［地域産業Ⅰ 成果発表スライド］ 
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［地域産業Ⅰ 成果発表スライド］ 
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 ロ ３学年「地域産業Ⅱ」（３単位） 

 

 

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

◎

◎

◎

◎

◎

後
期
中
間
考
査

学
年
末
考
査

【地域創造プロ
ジェクト】（通
年）

③

◎

◎

◎

◎

◎

評価の観点

◎

②
学習内容

◎

・ブラッシュアップ期

学習項目（単元名）
①

◎

◎◎

◎◎

考査 月

・個人でアイデア出し→魅力あ
るものを選定していきグループ
化（個人事業になっても可）
・既存産業や「100年つづくま
ちづくり」コンセプトに基づい
て構想

押さえるべき事項

前
期
末
考
査

前
期
中
間
考
査

・Ⅱ期

・プレ運営（Ⅰ期）

・導入
・フィールド調査
・仕事役割決め
・営業スケジュール設定

・準備、検証 ・「やってみたい」事業は部分
的であっても掛け持ちを可とす
る
・「常設」「イベント」が並列
することを想定

・必要に応じて外部講師に協力
を仰いだり、町の組織と連携を
取りながら実施を進める
・Ⅱ期のふりかえりを行う

・発表会

◎◎

◎◎

・発表に向けて準備
・会の運営・実施も生徒主体で
行う

・Ⅲ期

・事業（決算）報告準備・実施

◎◎

◎◎

・必要に応じて外部講師に協力
を仰いだり、町の組織と連携を
取りながら実施を進める
・Ⅲ期のふりかえりを行う

◎

・「常設」「イベント」が並列
することを想定
・必要に応じて外部講師に協力
を仰いだり、町の組織と連携を
取りながら実施を進める

・必要に応じて外部講師に協力
を仰いだり、町の組織と連携を
取りながら実施を進める・Ⅰ期
をふりかえり、専門性や検証を
行う機関とする
・日本政策金融国庫からの出張
授業等も活用

◎

◎◎

◎◎

◎◎



- 12 - 

 

 加美町周辺地域を支える産業の特色について理解を深めるとともに、SDGsの観点から加美町の産業の

持続可能な未来のあり方について主体的に思考し、研究実践するための素地を育成する。 

 探究の見方・考え方を働かせながら、加美町研究や各教科で学んだ基礎的・基本的知識・技能を活か

し、地方・地域の魅力や共通する課題に対し、自発的かつ積極的に探究活動を通してその発信や解決し

ていくための資質・能力を育成する学校設定科目である。３学年「地域産業学Ⅱ」においては、「仕事創

り」の授業に取り組み、加美町の課題を発見し、解決するための施策を考え実行し、学びや気づきを得

た。また、様々な外部の講師の方をお招きして授業を受け、他県の高校の生徒とも意見交換を行った。 

 

【子供イベント】 

  

 

【コロッケ】 
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【ツアー】 

  

 

 

【SNS】 
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［地域産業Ⅱ 成果発表スライド］ 
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［地域産業Ⅱ 成果発表スライド］ 
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［地域産業Ⅱ 成果発表スライド］ 
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［地域産業Ⅱ 成果発表スライド］ 
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 ハ ２学年「地域スポーツ学Ⅰ」（２単位） 

 

 

 

４月

１　地域スポーツ
総合演習Ⅰ
(1)実習①
「スポーツイベン
ト運営実習Ⅰ」

５月
(2)実技①
「カヌー基礎Ⅰ」

６月
(3)実技②
「ニュースポー
ツ」

７月
(4)実習②
「スポーツイベン
ト運営実習Ⅰ」

８月 (5)まとめ

９月

２　地域スポーツ
総合演習Ⅱ
(1)実技③
「ロードバイク基
礎」

１０月
(2)実技④
「カヌー基礎Ⅱ」

１１月
(3)実習③
「体育祭（ＬＨ）
の企画」

１２月 (4)まとめ

１月
(5)実技⑤
「スノースポーツ
基礎Ⅰ」

２月
(6)実習④
「体育祭（ＬＨ）
の企画発表」

３月 まとめ
・１年を振り返って加美町の理解を深めた

ところや、自分自身の成長となったところ

を振り返り、まとめる。

・スポーツを通して加美町の理解を
深め、自分自身の成長を振り返る。

○ ◎ ○

◎ ○

・企画発表準備

・校内発表会に向けて準備を行う。

・校内発表会の実施。

・振り返りを行う。
○ ◎ ◎

◎

学
年
末
考
査

・１年を振り返って加美町の理解を深めた

ところや、自分自身の成長となったところ

を振り返り、まとめる。

・スポーツを通して加美町の理解を
深め、自分自身の成長を振り返る。

○ ◎ ○

・スノースポーツ（雪合戦・スノー

シュー・クロスカントリースキー等）の用

具及び名称、ルールなど、スノースポーツ

の基礎的な知識を理解する。

・スノースポーツの基本的な動作を実践

し、身に付ける。

・スノースポーツ（雪合戦・スノー
シュー・クロスカントリースキー
等）の基本的な動作を実践できる。

○

後
期
中
間
考
査

・カヌー（スプリント艇）の構造及び名

称、乗降艇、パドルワーク（基本動作）の

知識と動作を理解する。

・カヌーを扱う基本的な動作を実践
できる。

◎ ○ ○

・体育祭で行う種目。ルール、役割分担に

ついて考えイベントの企画・運営について

理解を深める。

・体育祭実施に向けた準備や運営方法につ

いて理解を深め、体育祭を成功させるため

の工夫を考える。

・体育祭種目の企画・運営方法につ
いての話し合い活動に主体的に参加
する。

○ ◎

前
期
末
考
査

・大会当日の運営補助に関わり、スポーツ

を通した地域交流の仕組みを理解する。

・イベント参加者に対しアンケート調査を

実施する。

・スポーツの「する」「みる」「支
える」など、様々な立場から関わろ
うとする。

○ ◎ ◎

・前期期末を振り返って加美町の理解を深

めたところや、自分自身の成長となったと

ころを振り返り、まとめる。

・スポーツを通して加美町の理解を
深め、自分自身の成長を振り返る。

○ ◎

○ ○

② ③

○

・ロードバイクの構造及び名称、乗降、ペ

ダルワーク（基本動作）など、ロードバイ

クの基礎的な知識を理解する。

・ロードバイクを扱う基本的な動作を実践

し、身に付ける。

・地域で走行する際の危険箇所を認識し他

者へ伝えることができる。

・ロードバイクの構造及び名称、乗
降、ペダルワーク（基本動作）な
ど、ロードバイクの基礎的な知識を
理解している。

◎ ○ ○

前
期
中
間
考
査

・加美町で行われる「ドラゴンカヌー大

会」「ツール・ド・347」について、その競

技ルールや準備等の運営の実際を理解す

る。

・大会実施に向けた準備や宣伝広報等に携

わり、大会を成功させるための工夫を考え

る。

・加美町で行われる「ドラゴンカ
ヌー大会」「ツール・ド・347」に
主体的に参加し、運営に携わろうと
する。

○ ◎ ◎

・カヌー（レジャー艇）の構造及び名称、

乗降艇、パドルワーク（基本動作）など、

カヌーの基礎的な知識を理解する。

・カヌーを扱う基本的な動作を実践し、身

に付ける。

・カヌーの構造及び名称を理解して
いる。
・カヌーを扱う基本的な動作を理解
している。

考査 月 学習項目（単元名） 学習内容 押さえるべき事項
評価の観点

①

◎ ○ ○

・ニュースポーツの意義およびルー
ルについて学び、基本的な動作を実
践する。

・ニュースポーツの意義およびルー
ルについて理解し、基本的な動作を
実践できる。

◎
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 「自ら考え行動し、主体的に取り組む力の育成」を目的として、教養総合類型２学年が２単位履修す

る科目である。本校西側を流れる鳴瀬川には国体やインターハイの会場となった「鳴瀬川カヌーレーシ

ング場」が整備されており、地元加美町ではカヌー競技の普及・振興に力を入れている。また、豊かな

自然環境を生かしたサイクルロードなども整備されており、これらの地域スポーツ資源を活用しながら、

スポーツによる地域振興について考えることを目的とした科目である。 

２学年では、地域スポーツを実際に体験する活動を中心に授業を展開している。 

 

＜取組１ カヌー・ドラゴンカヌー＞ 

カヌーの授業は全９回実施した。【５月２１日（水）、５月２８日（水）、６月４日（水）、６月１８

日（水）、７月９日（水）、１０月１日（水）、１０月８日（水）、１０月２２日（水）、１０月２９日

（水）】授業では本校体育科教諭（カヌー部顧問）が指導者となり、一人乗りカヌーおよび二人乗りカ

ヌーを用いてカヌー艇の扱い方やパドル操作などの基本技術から実践的な活動まで段階的に指導を行

った。加美町が地域の特色あるスポーツとして推進している「カヌー」の魅力や楽しさを体験的に学

ぶことができ、生徒にとって地域スポーツへの理解を深める有意義な授業となった。 

また、６月４日（水）には、宮城県障がい者カヌー協会事務局長の斎藤義久様を講師として招き、

障がいのある方でもカヌーを体験し、その魅力を感じることができるようにするための知識や支援の

方法について学んだ。 

 

＜取組２ ニュースポーツ＞ 

地域スポーツへの理解を深めることを目的として、ニュースポーツの体験学習を実施した。ニュー

スポーツは年齢や体力に関係なく誰もが気軽に楽しむことができ、地域の交流や健康づくりにも活用

されているスポーツである。 

授業ではペタンクやキンボールなどの種目を体験した。ペタンクでは目標球に向かってボールを投

げて距離を競う中で、加減や狙い方を工夫しながらチームで作戦を立てて取り組んでいた。キンボー

ルでは、大きなボールを用いてチームで協力しながらプレーを行い、声を掛け合いながら活動する姿

が見られた。 

これらの活動を通して生徒たちはニュースポーツの楽しさを体感するとともに、スポーツを通した

交流や協力の大切さについて学ぶ機会となった。 
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＜取組３ ロードバイク＞ 

ロードバイクの授業は２回実施。【１１月５日（水）、１２日（水）】講師としてスポーツバイクショ

ップ BRENDAの長谷川雅也様を招き、スポーツロードバイクの基本的な取扱方法や安全な乗り方につい

ての講義を受けた後、実際に鳴瀬川沿いのサイクルロードにて実技を行った。生徒たちは、普段使用

している自転車とは異なるハンドル形状や細いタイヤに最初は戸惑う様子も見られたが、実際に走行

する中でロードバイクならではの爽快感や楽しさを体験することができた。また、走行を通して加美

町の豊かな自然や美しい景観にも触れることができ、地域の魅力を改めて感じる貴重な機会となっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜取組４ スポーツを活用した地域課題解決について（講義）＞ 

 仙台大学体育学部体育学科スポーツマネジメントコースの松井陽子様を講師として招き、スポーツ

イベントの企画に関する学習を実施した。講義ではイベント企画のためのフレームワークやアイデア

出しのためのワークの進め方について説明があり、その後、生徒たちはグループごとにイベント企画

の実践に取り組んだ。 
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［地域スポーツ学Ⅰ 成果発表スライド］ 
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 ニ ３学年「地域スポーツ学Ⅱ」（２単位） 

 

 

 ２学年「地域スポーツ学Ⅰ」における地域スポーツ実践や地域スポーツイベント運営体験をベースに、 

加美町で持続可能な新たなスポーツイベントを企画立案する演習を行った。 

 

４月
１地域スポーツ総合演

習Ⅱ（班編制）

５月
２地域スポーツ総合演

習Ⅱ（目標設定）

６月
３地域スポーツ総合演

習Ⅱ（スポーツイベン

ト）

７月
３地域スポーツ総合演

習Ⅱ（スポーツイベン

ト）

８月
３地域スポーツ総合演

習Ⅱ（スポーツイベン

ト）

９月
３地域スポーツ総合演

習Ⅱ（スポーツイベン

ト）

１０月
４地域スポーツ総合演

習Ⅱ（スポーツイベン

ト）

１１月
４地域スポーツ総合演

習Ⅱ（スポーツイベン

ト）

１２月
４地域スポーツ総合演

習Ⅱ（スポーツイベン

ト）

１月
５地域スポーツ総合演

習Ⅱ（活動報告）

２月
５地域スポーツ総合演

習Ⅱ（活動報告）

前
期
中
間
考
査

・オリエンテーション

・班やプロジェクト内容を決定する。

・かみフェス、ロードバイクツアー、中新

田スポーツフェスティバル、地域ミニデイ

サービス等を予定している。

今後を見据えて主体的に探究活動を行え

る班を決定する。 〇 〇

・事業構想や目標設定を行う。

・担当者ヒアリング

・プロジェクト毎の活動

今年度の目標を立て、実習先での活動内

容について理解を深める。

考査 月 学習項目（単元名） 学習内容 押さえるべき事項
評価の観点

①

〇 ◎ ◎

・プロジェクト毎の活動

・スポーツイベント実施に向けた準備や宣伝広報等に携わり、大

会を成功させる活動を行う。

・運営に関わり，スポーツを通した地域交流の仕組みを学ぶ。

・イベント参加者に対しアンケート調査等を実施する。

加美町のスポーツイベントを参考に、企

画・運営について学び活動する。 〇 ◎ ◎

② ③

◎

・中間報告会の実施

・プロジェクト毎の活動

・スポーツイベント実施に向けた準備や宣

伝広報等に携わり、大会を成功させる活動

を行う。

・イベント参加者に対しアンケート調査等

を実施する。

加美町のスポーツイベントを参考に、企

画・運営について学び活動する。

Ⅰ期活動報告を行う。
〇 ◎ ◎

前
期
末
考
査

・プロジェクト毎の活動

・スポーツイベント実施に向けた準備や宣

伝広報等に携わり、大会を成功させる活動

を行う。

・イベント参加者に対しアンケート調査等

を実施する。

加美町のスポーツイベントを参考に、企

画・運営について学び活動する。 〇 ◎ ◎

・プロジェクト毎の活動

・スポーツイベント実施に向けた準備や宣

伝広報等に携わり、大会を成功させる活動

を行う。

・イベント参加者に対しアンケート調査等

を実施する。

加美町のスポーツイベントを参考に、企

画・運営について学び活動する。 〇 ◎

◎

学
年
末
考
査

・プロジェクト毎の活動

・スポーツイベント実施に向けた準備や宣

伝広報等に携わり、大会を成功させる活動

を行う。

・イベント参加者に対しアンケート調査等

を実施する。

加美町のスポーツイベントを参考に、企

画・運営について学ぶ。

加美町で持続可能な新たなスポーツイベ

ントの立案・計画を行う。活動報告会に

向けて準備を行う。

〇 ◎ ◎

・活動報告会準備 活動報告会に向けて準備を行う。 ◎

後
期
中
間
考
査

・プロジェクト毎の活動

・スポーツイベント実施に向けた準備や宣

伝広報等に携わり、大会を成功させる活動

を行う。

・イベント参加者に対しアンケート調査等

を実施する。

加美町のスポーツイベントを参考に、企

画・運営について学ぶ。

加美町で持続可能な新たなスポーツイベ

ントの立案・計画を行う。

〇 ◎ ◎

・プロジェクト毎の活動

・スポーツイベント実施に向けた準備や宣

伝広報等に携わり、大会を成功させる活動

を行う。

・イベント参加者に対しアンケート調査等

を実施する。

加美町のスポーツイベントを参考に、企

画・運営について学ぶ。

加美町で持続可能な新たなスポーツイベ

ントの立案・計画を行う。

〇 ◎

◎ 〇

・活動報告会準備

・活動報告会

・まとめ（振り返り）

活動報告会に向けて準備を行う。

活動報告会の実施。

振り返りを行う。
◎ ◎ 〇
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［地域スポーツ学Ⅱ 成果発表スライド］ 
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［地域スポーツ学Ⅱ 成果発表スライド］ 

 

 



- 28 - 

 

［地域スポーツ学Ⅱ 成果発表スライド］ 
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［地域スポーツ学Ⅱ 成果発表スライド］ 

 

  



- 30 - 

 

 ホ ２学年「地域防災学Ⅰ」（１単位） 

 

 

 地域における自然環境の特徴と想定される自然災害について学び、防災・減災の観点から各個人から

地域が取り組むべき対応と課題を把握し、その課題を解決していく力を育成する学校設定科目である。

２学年「地域防災学Ⅰ」においては、体験を通して、防災意識を高めることを主眼においており、陸上

自衛隊、加美消防署、尾西食品株式会社から講師を招き、多様な学びを提供してきた。年度後半には、

学んだ知識をもとに次年度の「地域防災学Ⅱ」において探究したいテーマを一人ひとり考え、活動計画

を策定した。 

 

【応急救護訓練（講師：自衛隊大崎地域事務所）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

4

オリエンテーション　(1)
１ 地域防災学の学習内容に
ついて

5
6

２ 日本と加美町地域の自然
環境と災害の種類
A 気象災害と防災
B 地震災害と防災
C 様々な災害と防災

前
期
期
末
考
査

７

８

９

３ 災害時の対応
　A 衣・食・住

  B 災害時に生き抜く力

後
期
中
間

１０

１１

１２

４ 探究活動
　（課題作成と解決）

後
期
期
末

1

２

４ 探究活動
　（レポート作成と報告）

○ ○ ○

◎ ○

・1年間の学習内容と学習意義を理解
し，各自の学習目標を設定する。

・学習内容と意義を理解した
か。

月 学習項目（単元名） 学習内容
① ② ③

考査

○

地震の仕組みと被害
震度とマグニチュード
地震による災害
津波の仕組みと被害
津波被害の軽減・風水害
風水害
土砂災害
広域大規模火災
これまでの振り返り

・気象災害の発生と現状、そ
の防災について理解できた
か。
・地震災害の発生と現状、そ
の防災について理解できた
か。
・加美町で過去発生した災害
について原因と現状について
理解できたか。

前
期
中
間
考
査

押さえるべき事項
評価の観点

・これまでに学んだ既習事項につい
て、課題を設定し、解決のための行
動をレポートにまとめ、活動を報告
する。

・これまでの学習内容につい
てまとめ、報告できたか。

○ ◎ ◎

・これまでに学んだ既習事項につい
て、課題を設定し、解決のための行
動する。

・これまでの学習内容につい
てまとめ、課題を設定し、課
題解決のアクションを行うこ
とができたか。

○ ○ ○

○

・災害時の衣食住に関わる留意点に
着目し、生活維持の工夫と技術を学
び、実践できるようになる。

・災害対応訓練（河川災害対応）
・災害サバイバル　簡易トイレ
・避難所運営
・ボランティア活動

・災害時の衣食住について探
究活動を通して理解できた
か。

・河川事故にについて実習を
とおして理解できたか。
・避難所の運営や災害時に必
要な知識を理解できたか。
・災害に対するボランティア
活動について理解できたか。

○ ◎
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【水難救助訓練（講師：加美消防署）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アルファ米実食体験（講師：尾西食品株式会社）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ヘ ３学年「地域防災学Ⅱ」（２単位） 

 

 

 

 地域における自然環境の特徴と想定される自然災害について学び、防災・減災の観点から各個人から

4

オリエンテーション　(1)

１地域防災学Ⅱの学習内容につい

て

5

２防災・減災の取り組み事例の検

証

Ａ震災体験を語り継ぐ

6 Ｂ防災避難訓練

前

期

期

末

考

査

8

9

Ｃ防災意識向上プロジェクト

～幼稚園児に防災授業を行おう～

（静岡大学藤井研究室協力授業）

後

期

中

間

10

11

４ 探究活動

　（課題作成と解決）

後

期

期

末

12

1

2

４ 探究活動

　（レポート作成と報告）

・これまでに学んだ既習事項について、課

題を設定し、解決のための行動する。

・これまでの学習内容についてまと

め、課題を設定し、課題解決のアク

ションを行うことができたか。

○ ○ ○

・これまでに学んだ既習事項について、課

題を設定し、解決のための行動をレポート

にまとめ、活動を報告する。

・これまでの学習内容についてまと

め、報告できたか。

○ ◎ ◎

・防災について正しく理解し、それ

を幼稚園児に教えることで、防災意

識を広める行動の重要性を理解でき

るか。
○ ◎ ○

・東日本大震災被害状況の再確認

・ｲﾝﾀﾋﾞｭｰをもとに震災時に必要なﾓﾉｺﾄの検

証

・震災時に必要なｺﾄﾓﾉ啓発方法と啓発活動

①

・震災時に必要なｺﾄﾓﾉ啓発方法と啓発活動

②

・東日本大震災の記憶を持っている

人から震災時に必要なｺﾄﾓﾉについ

て、考察し、まとめて表現できる。

・防災訓練の目的と意義について考察

・水難救助訓練

・防災避難訓練の意義と役割を理解

し、自ら防災訓練を企画すること

で、理解を深めることができたか。

○

①防災基礎知識

②災害時はＳＮＳを上手に活用しよう

③楽しく学べる方法を考えよう

④個人企画書

⑤防災授業企画書

⑥幼稚園児への防災授業の実践

⑦まとめ

評価の観点

① ② ③
考査 月 学習項目（単元名） 学習内容 押さえるべき事項

前

期

中

間

考

査

◎ ○ ○

○ ○ ○

○ ◎

・1年間の学習内容と学習意義を理解し，各

自の学習目標を設定する。

・学習内容と意義を理解したか。
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地域が取り組むべき対応と課題を把握し、その課題を解決していく力を育成する学校設定科目である。

３学年「地域防災学Ⅱ」においては、「地域防災学Ⅰ」で学んだ知識をもとにしながら、地域とともに防

災について学び考える機会を創出することを主眼に置いた。静岡大学藤井基貴研究室の協力のもと、本

校生徒が近隣の幼稚園・保育園で防災授業を行う「BOSAI ユースアンバサダー」事業を実施したほか、

加美町総合防災訓練への参加、「うめぇがすと鍋まつり in加美」への炊き出し鍋の出店、防災士会みや

ぎから講師を招いての「地域防災研修会」の実施等、多角的に活動を展開した。 

 

【BOSAI ユースアンバサダー（講師：静岡大学藤井基貴研究室）】 

 

 

 

 

 

 

 

【加美町総合防災訓練】 

 

 

 

 

 

 

 

【うめぇがすと鍋まつり in加美】 

 

 

 

 

 

 

 

【地域防災研修会（講師：防災士会みやぎ）】 

 

 

 

 

 

 

 

 


